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ブチルゴムの種々の加硫系に及ぽす老化防止剤の影響 (17)

前回まで16回にわたり， (NOC技術ノート No.154,155 考文献をつぎに示す．

156, 157, 158, 159, 160, 161, 167, 168, 169, 170, 

173, 184, 185, 186)プチルゴムの種々の加硫系に及ぼ

す老化防止剤をのべてきたが，まとめると次のようにな

る，

すなわち通常の加硫促進剤を用いた硫黄及びサルファ

ードナー加硫物に対しては，ノクラック 810-NAのよう

なアミン系老化防止剤がよく，ノクラック 200のような

フェノール系老化防止剤や，ノクラック MBのような

イミダゾール系老化防止剤よりもすぐれた耐熱性(150℃

試験管加熱老化試験）を与える，

またパルノック GM,バルノック DGMを用いたキノ

イド加硫物に対しては，ノクラック MBのようなイミダ

ゾール系老化防止剤が，他の老化防止剤よりも，加硫物

の耐熱老化性(150℃，試験管加熱老化試験）を著しく改

良するが，スコーチタイム (125℃,t.)をやや遅らせる，

スコノックはスコーチ防止効果を示さずに逆に著しくス

コーチタイム (125℃,t.)を早める，ノクラック NBCも

スコーチタイムをやや早め，その他の老化防止剤は，老

化防止剤無添加の場合とスコーチタイムが同等かまたは

遅らせることがわかった，イミダゾール系老化防止剤の

ノクラック MBゃノクラック MBZは，キノイド加硫剤

のバルノック DGMに併用する酸化剤が，鉛丹でも，ノ

クラック DM のいずれの場合でも，〗：ヒ試験(150℃，試

験管加熱老化試験）における引張強さ 変化率を減少さ

せる，

樹脂加硫剤として，ハロゲン含有樹脂の Schenetady

SP-I 055 (Schenectady Chemicals社）を用いた配合物に，

ノクラック 200等のフェノール系老化防止剤を添加する

と，スコーチタイム(125℃,t.)に大きな影響を与えず，

150℃，試験管加熱老化試験では，その加硫物に優れた

耐熱性を与える，アミン系やイミダゾール系老化防止剤

は，樹脂加硫物の引張応力を低下させ，伸びを増加させ

る，

なお，実験に用いた基準配合，結果のまとめの表，参
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表中の判定はそれぞれの加硫系内のみにおいて，老化

防止剤無添加と比較した結果で，絶対的なものでなく，

おおよその傾向を示したものである，
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プチルゴムの種々の加硫系に及ぼす老化防止剤等の影響〔 〕内はノクセラー DGM,Pb304配合
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